












A Statistical Observation of Crowns and Bridges in 1991
Part 2 Bridges
RYOUYO TAMAOKA SOHICHIROH TSUCHIYA MASANORI WAKAMATSU
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調査年 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代　80歳以上 計
種類
全部鋳造冠 平3 3 10 33 86 31 51 12　　　　2 228
（　0．6） （　2．1） （　6．9） （18．0） （　6．3） （10．6）（ 2．5）（　0．4）
（ 47．6）
平2 3 14 32 76 45 32 2　　　　1 205
（　0．7） （　3．0） （　6．9） （16．5） （　9．8）（ 9．6）（ 0．4）（　0．2） （ 44．5）
前装冠 平3 1 24 21 23 8 29 3 109
（　0．2） （　5．0） （　4．4） （　4．8） （　1．7）（ 6．1）（ 0．6）
（ 22．8）
平2 12 10 15 36 9 14 6 102
（　2．6） （　2．2） （　3．3） （　7．8） （　2．0）（ 3．0）（ 1．3） （ 22．1）
レジン前装冠 平3 1 12 13 17 7 22 3 75
（　0．2） （　2．5） （　2．7） （　3．5） （　1．5）（ 4．6）（ 0．6）
（ 15．7）
平2 4 8 4 27 8 9 6 66
（　0．9） （　1、7） （　0．9） （　5．9） （　1．7）（ 2．0）（ 1．3） （ 14．3）
陶材溶着鋳造冠 平3 12 8 6 1 7 34
（　2．5） （　1．7） （　1．3） （　0．2）（ 1．5）
（ 7．1）
平2 8 2 11 9 1 5 36




一部被覆冠 平3 35 18 18 26 33 11 1 142
（　7．3） （　3．8） （　3．8） （　5．4） （　6．9）（ 2．3）（ 0．2） （ 29．6）
平2 25 31 40 27 19 7 2　　　　3 154
（　5．4） （　6．7） （　8．7） （　5．9） （　4．1）（ 1．5）（ 0．4）（　0．7） （ 33．4）
平3 39 52 72 135 72 91 16　　　　2 479
計
平2

















































































































































調査年 3十3 54145 8－616－8 8十8 3十3 54




















平2 4 37 39 80 56 69 125 205
（ 0．9） （ 8．0） （ 8．5） （ 17．4）


















平2 74 10 3 87 8 5
2 15 102
（ 16．1） （ 2．2） （ 0．7）
（ 18．9） （ 1．7） （ 1．1）


















平2 52 5 1 58 7
1 8 66
（ 11．3） （ 1．1） （ 0．2） （ 12．6）



















平2 22 5 2 29
1 4 2 7 36
（ 4．8） （ 1．1） （ 0．4） （ 6．3）


























平2 39 23 13 75
9 36 34 79 154
（ 8．5） （ 5．0） （ 2．8） （ 16．3） （ 2．0）
（ 7．8） （ 7．4） （　17．1） （ 33．4）























（ 25．4） （ 15．2） （ 11．9） （ 52、5）
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松本歯学　20（2）1994
のが62．3％と大半を占めた．
　5．架工歯数別装着頻度では，架工歯数1個の
ものが77．9％を占め，4個以上のものはなかった．
　6．架工義歯支台装置について
　イ）歯群別装着頻度では，上顎前歯部が最も高
　く，最も低かったのは下顎前歯部であった．
　ロ）生・失活歯別装着頻度では，平成2年と同
　様に，生活歯が，失活歯をわずかに上回ってい
　た．
　ハ）支台装置の種類別装着頻度では，全部鋳造
　冠が最も高く47．6％であった．また，前装冠で
　は，平成2年と同様に，レジン前装冠が陶材溶
　着鋳造冠を上回っていた．
　7．支台築造体についてはキャストコアーが，
97．4％をしめた．
　8．架工歯の部位別装着頻度は，下顎大臼歯部
が最も高く，下顎前歯部が最も低かった．
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